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東北地方太平洋沖地震における東海第二発電所の原子炉自動停止について 
（３月１８日現在の状況） 

 
 
東北地方太平洋沖地震により、定格熱出力一定運転中の東海第二発電所（沸騰水型軽

水炉：定格電気出力110万ｷﾛﾜｯﾄ）は、タービン振動大によりタービンが停止し、原子炉

が自動停止しました。                         
 

電源系統については原子炉自動停止以降、外部の常用および予備電源が停止し、

非常用ディーゼル発電機で電源を確保していましたが、３月１３日に外部予備電源

が復旧し、本日１５時０６分に、外部予備電源（１５４ｋＶ）から外部常用電源（２

７５ｋＶ）への切り替えを実施し通常の電源系統に復帰しました。これにより、外

部予備電源、非常用ディーゼル発電機は待機状態になっております。 

 

現在の発電所の状況は以下のとおりです。 

 

 １．原子炉施設等の状況 

・原子炉は冷温停止状態で、水位、圧力、温度ともに安定しております。 

    

 ２．周辺環境への放射能の影響 

  ・モニタリングポストなど、環境放射線モニタの指示値は他発電所の影響を受け、

通常より若干高めの指示を示しておりますが、排気筒放射線モニタ指示値は通

常の範囲内での変動であり、外部への放射能の影響はありません。 
今後も引き続き監視してまいります。 

 

３．火災及び人災の発生の状況 

  ・火災および人身災害の発生はありません。 

 

４．電源系統 
・外部常用電源（２７５ｋＶ）にて所内電源系統は確保しています。 

・外部予備電源（１５４ｋＶ）および非常用ディーゼル発電機（２台）は待機

中です。 
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５．津波による影響 

・津波による影響で停止している非常用ディーゼル発電機用海水ポンプ１台につい

ては、本日、実用炉規則第１９条の１７第３号の報告事項に該当すると判断し国

へ報告しました。今後詳細な調査を進めてまいります。 

  ・引き続き、津波による影響について調査します。 

 

６．地震による影響 

  ・今後、各設備の詳細調査を実施します。  

 
７．その他 

・当社は、地震発生後社長を本部長とする「東北地方太平洋沖地震対応本部」

を設置し、全社一丸で対応にあたっておりますが、３月１６日に同本部体制

を強化し、今後の地震対応に幅広く取り組んでいくこととしました。 
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